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「３Ｇハイスピード」の開始について 
～下り最大３．６Ｍｂｐｓ※１の高速データ通信が可能に～ 

 
 
ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長：孫 正義）は、ＨＳＤＰＡ方式※２に準拠した高速データ通信サー
ビス「３Ｇハイスピード」を、２００６年１０月中旬以降開始します。 
 
「３Ｇハイスピード」は、下り最大３．６Ｍｂｐｓ／上り最大３８４Ｋｂｐｓ（ベストエフォート方式※３）の高速データ通信が

可能なサービスです。従来の第３世代携帯電話サービス（Ｗ-ＣＤＭＡ方式）に比べ、動画などの大容量コンテン

ツのダウンロードが、よりスムーズに行えるようになります。 
 
本日発表の「ＳｏｆｔＢａｎｋ Ｘ０１ＨＴ」（ＨＴＣ製）※４の発売時期に合わせ、東京２３区および政令指定都市の一部地
域で当サービスを開始します。なお、対応エリアについては順次拡大してく予定です。 
 
※１ 利用地域や対応機種によって、最大通信速度は異なります。 
※２ Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐａｃｋｅｔ Ａｃｃｅｓｓの略。３Ｇ移動体通信システムの標準化団体３ＧＰＰの「Ｒｅｌｅａｓｅ ５」で標準化された通信方式。 
※３ ベストエフォート方式のため、回線の混雑状況や通信環境などにより、通信速度が低下、または通信できなくなる場合があります。 
※４ 「ＳｏｆｔＢａｎｋ Ｘ０１ＨＴ」の通信速度は、下り最大１．８Ｍｂｐｓ／上り最３８４Ｋｂｐｓ（ベストエフォート方式）です。 
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 ボーダフォン株式会社は、２００６年１０月１日より社名を「ソフトバンクモバイル株式会社」へ、ブランド名を「ソフトバンク」へ変更します。 
 Vodafone（ボーダフォン）は、Vodafone Group Plcの登録商標です。 
 SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。 
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